
■ 平成19年度　当初予算

■ わたしたち　桜川市民の財産　「桜川」　をきれいに

■ 農業委員会からのお知らせ

■ 桜川市職員の人事異動を発令

■ 中学校交歓笠間市駅伝大会　女子の部で桜川中学校が

　 初優勝
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総　　額  327 億 8,117 万 2千円

一般会計  164 億 3,432 万 6千円

平成19年度当初予算

市
に
入
っ
て
く

る
お
金

　

一
般
会
計
の
歳

入
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
約
３

割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
続
い

て
多
い
の
が
市
民
税
、
固
定
資
産

税
、軽
自
動
車
税
な
ど
市
税
で
す
。

次
の
市
債
は
、
事
業
を
実
施
す
る

た
め
に
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る

収
入
で
す
。
そ
し
て
、
市
が
行
う

特
定
の
事
業
に
国
か
ら
補
助
さ
れ

る
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
繰

入
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
構
成
比
率

歳
入
歳
入

①地方交付税 49 億円（29.8％）

　所得税・消費税などの国税の一

部を国から交付される収入

②市　税 47 億 4,960 万 1千円

　（28.9％）

　市民税、固定資産税、軽自動車

税など

③市　債 19億 1,100万円（11.6％）

　事業を実施するために長期的に国などから借り入れ

る収入

④国庫支出金 11 億 7,916 万 8千円（7.2％）

　学校や道路などの建設、扶助費

などに対して国から補助される

収入

⑤県支出金 8 億 3,962 万 6 千円

（5.1％）

　学校や道路などの建設、扶助費

などに対して県から補助される収入

⑥繰入金 5 億 9,896 万 4千円（3.6％）

　市の基金取り崩しによる収入

⑦地方消費税交付金 4 億 3,700 万円（2.7％）

⑧地方譲与税 4 億 330 万円（2.5％）

　一定の基準により国から譲与される財源

⑨繰越金 4 億円（2.4％）

⑩諸収入 3 億 4,716 万円（2.1％）

⑪その他 6 億 6,850 万 7千円（4.1％）

歳入の内訳

区　　　分 平成 19年度予算

前年度の
当初予算
との増減
率（％）

一　般　会　計 164億3,432万6千円 △ 1.0％

特　

  

別　

  

会　

  

計

国民健康保険 57億6,660万4千円  8.4％

老人保健 47億8,599万9千円 0.2％

農業集落排水
事業

4億2,040万9千円 11.0％

公共下水道事
業

11億3,570万3千円 △ 15.4％

介護保険 27億8,469万1千円 3.0％

野外趣味活動
施設

2,999万6千円 △ 11.3％  

水 道 事 業 会 計 14億2,344万4千円 △ 4.1％

合　　　　　 計 327億8,117万2千円 0.5％  

●平成19年度当初予算一覧

①民生費　37 億 9,155 万 2 千円

（23.1％）

　社会福祉サービス、生活保護

など

②教育費　23 億 8,872 万 6 千円

（14.5％）

市立学校、生涯学習振興など　

③土木費　21億 857 万円

　（12.8％）

　道路や公園の建設や修繕など

④総務費　19億 8,164 万 9千円（12.1％）

　戸籍や広報、庁舎管理など

⑤衛生費　17 億 1,443 万 8 千円

（10.4％）

　健康促進、環境保全、ごみ処

理など

⑥公債費　16億 8,954 万円

　（10.3％）

　市の借入金の返済など

⑦農林水産業費　13億 7,096 万 7千円（8.3％）

　農林水産業の振興、基盤整備など　

⑧消防費　7億 3,187 万円（4.5％）

　防災対策、消防、救急救命活動など　

⑨その他　6億 5,701 万 4千円（4.0％）

歳出の内訳

　

市
の
予
算
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
平
成
19
年
度
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
（
市
税
）

と
歳
出
を
、
市
民
１
人
（
一

世
帯
）
当
た
り
で
表
し
て

み
ま
し
た
。
金
額
は
、
４
月

１
日
現
在
の
人
口
と
世
帯
で

割
っ
た
も
の
で
す
。

■市民の皆さんが負担する税を 1人（一世帯）

当たりに換算すると

96,597 円（325,404 円）

■市政に使われるお金を1人（一世帯）当たり

に換算すると

334,241 円（1,125,947 円）

市
民
１
人
（
一
世
帯
）

当
た
り
は
こ
ん
な
金
額

平成 19 年度
一般会計主要事業の予算

市
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
使
わ

れ
る
お
金

　

一
般
会
計
の
歳

出
で
は
、
民
生
費
が
最
も
多
く
、
高

齢
者
や
障
害
者
・
児
童
な
ど
の
福
祉

の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。
続
い
て
多

い
の
が
市
立
学
校
や
生
涯
学
習
振
興

な
ど
に
使
わ
れ
る
教
育
費
で
す
。
土

木
費
は
、
道
路
や
公
園
の
建
設
や
修

繕
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
に
、
総
務

費
は
戸
籍
や
広
報
、
庁
舎
管
理
な
ど

市
の
運
営
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
続
い

て
、
健
康
促
進
、環
境
保
全
、
ご
み
処

理
な
ど
の
衛
生
費
、
市
の
借
入
金
の

返
済
な
ど
の
公
債
費
、農
林
水
産
業
費
、

消
防
費
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
構
成
比
率

歳
出
歳
出

ハード事業

（建物の建設・修繕、道路整備など工事をす

る事業）

農林水産業費 ▲霞ヶ浦用水事業…1億9,002

万4千円／畜産業振興事業…8,200万円／農

道整備…4,905万4千円／林道改築・改良…

4,218万円

土木費▲道路新設改良事業…6億190万円／

まちづくり交付金事業…5億1,428万6千円／

市営住宅建設事業…2億4,775万5千円

消防費 ▲消防施設費…4,730万円

教育費 ▲中学校管理事業…5億6,419万7千

円／史跡等保存整備事業…4,870万円／小学

校管理事業…3,230万6千円

ソフト事業

（ハード事業以外の事業）

総務費▲行政評価システム導入支援事業…

680万円

民生費▲生活保護支給事業…3億3,821万7千

円／児童手当事業…3億2,000万円／障害者

自立支援給付事業…2億8,793万6千円／医療

福祉事業…2億6,210万円／介護予防生活支

援事業…2,044万9千円

衛生費▲健康診査事業…9,755万7千円／ご

み減量化対策事業…4,529万円

商工費▲地域振興事業…1,508万3千円　

土木費▲都市計画総務事業…860万円

教育費 ▲やまと幼稚園園児送迎バス委託事

業…1,726万2千円／幼稚園就園奨励費補助

事業…1,669万7千円／スクールバス運行委

託事業…1,312万5千円

※
人
口
…
４
万
９
千
１
６
９
人
・

世
帯
…
１
万
４
千
５
９
６
世
帯

（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）

　

桜
川
市
の
基
本
と
な
る
平
成
19
年
度
当
初
予
算
が
、
３
月

７
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
、
平
成
19
年
第
１
回
桜
川
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

市
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
予
算
額
は
１
６
４
億

３ 

４
３
２
万
６
千
円
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど

６
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
で

は
、
３
２
７
億
８ 

１
１
７
万
２
千
円
と
な
り
、
平
成
18
年

度
当
初
予
算
の
合
算
額
と
対
比
い
た
し
ま
す
と
、
約
0.5
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
主
に
一
般
会
計
予
算
の
概
要
を
歳
入
・
歳

出
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

,

,
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真
壁
処
理
区
／
真
壁
小
学
校
か
ら

エ
コ
ス
周
辺
の
真
壁
町
田
・
飯
塚

地
区
約
18　
ha
で
、
４
月
か
ら
公
共

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

新
規
供
用
開
始
区
域
の
処
理
人

口
は
約
３
百
人
（
１
１
１
世
帯
）

に
な
り
ま
す
。

大
和
処
理
区
／
県
道
木
崎
雨
引
線

沿
い
の
阿
部
田
・
本
木
地
区
お
よ

び
雨
引
小
学
校
南
の
本
木
・
大
曽

根
地
区
約
17　
ha
で
、
４
月
か
ら
下

水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

新
区
域
の
人
口
は
２
２
７
人
（
93

世
帯
）
で
す
。

岩
瀬
処
理
区
／
岩
瀬
駅
前
の
中
心

市
街
地
（
鍬
田
の
県
西
総
合
病
院

付
近
〜
青
柳
の
塩
田
印
刷
付
近
）

の
下
水
道
供
用
開
始
は
、
県
施
工

分
の
下
水
道
幹
線
工
事
（
鍬
田
の

飯
沼
輪
業
前
〜
東
区
の
中
央
児
童

公
園
前
）
の
終
了
（
今
年
12
月
頃

予
定
）
後
に
供
用
開
始
し
ま
す
。

　

供
用
面
積
は
約
46　　
ha
で
、
約

５
百
世
帯
で
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る

区
域
の
皆
様
は
、
排
水
設
備
を
停

滞
な
く
設
置
し
、
受
益
者
負
担
金

を
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

皆
様
の
水
質
浄
化
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

下
水
道
（
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
事
業
）
整
備
区
域
以

外
の
区
域
で
は
、
市
が
浄
化
槽
を

設
置
し
管
理
す
る
事
業
を
推
進
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
従
来
の
個
人
設

置
浄
化
槽
へ
の
補
助
制
度
に
代
わ

る
も
の
で
、
平
成
19
年
度
か
ら
旧

岩
瀬
町
に
加
え
、
旧
真
壁
町
・
旧

大
和
村
に
事
業
区
域
を
拡
大
し
ま

す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
市
で
は
高

度
処
理
型
浄
化
槽
の
一
層
の
普
及

と
適
正
な
管
理
を
行
い
、
下
水
道

区
域
以
外
で
も
、
生
活
環
境
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
生
活
排
水
に

よ
る
桜
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防

止
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
先
／
下
水
道
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
・

55-

１
１
１
１
／
内
線
１
１
６
６
）

真
壁
・
大
和
処
理
区
で
４
月

に
公
共
下
水
道
が
使
え
る
区

域
を
拡
大

岩
瀬
駅
前
の
中
心
市
街
地
は

今
年
度
中
に
供
用
開
始

下
水
道
供
用
区
域
で
は
下
水

道
接
続
と
受
益
者
負
担
金
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
区
域
以
外
で
は
市
に

よ
る
浄
化
槽
の
設
置
管
理
事

業
を
拡
大

処
理
区

供
用
開
始
区
域

真　

壁

田
、
飯
塚
の
各
一
部(

約
18
　

ha)

処
理
区

供
用
開
始
区
域

大　

和

阿
部
田
、
本
木
、
大
曽
根
の
各
一
部

(

約
17
　

ha)

処
理
区

供
用
開
始
区
域

岩　

瀬

鍬
田
、
西
区
、
常
盤
町
、
東
区
１
〜
３
、

青
柳
の
各
一
部(

約
46
　

ha)

わたしたち　桜川市民の財産
「桜川」をきれいに

「
つ
ね
よ
り
も
春
べ
に
な
れ
ば
桜
川
、

波
の
花
こ
そ
間
な
く
よ
す
ら
め
」

※ 

平
安
時
代
初
期
の
歌
人
紀き
の

貫つ
ら

之ゆ
き

が
、
桜
川
と
川
を
流
れ
る

桜
の
花
の
美
し
さ
を
詠
ん
だ
歌
（
後
撰
和
歌
集
）

　

１
年
半
前
に
誕
生
し
た
桜
川
市
の
名
称
は
、市
内
を
南
北
に
流
れ
、

住
民
が
共
通
に
親
し
ん
で
い
る
「
桜
川
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
は
桜
川
に
流

れ
、
霞
ヶ
浦
に
注
い
で
お
り
、
水
質
汚
濁
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
私
た
ち
は
霞
ヶ
浦
か
ら
飲
料
水
と
農
業
用
水
の
供
給
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
私
た
ち
桜
川
市
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
「
桜
川
」
に

清
流
を
取
り
戻
す
た
め
、
下
水
道
の
整
備
や
浄
化
槽
の
普
及
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

既供用開始区域
平成 19年４月１日供用開始区域

真壁高等学校

真壁中央公民館

桜川市役所
真壁庁舎

真
壁
郵
便
局

大和運動場

雨引小学校

雨引駐屯所

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

シ
ト
ラ
ス

消防本部岩瀬消防署

岩瀬中央公民館

既供用開始区域
平成 19年４月１日供用開始区域

既供用開始区域
平成 19年 12月供用開始 (予定 )

桜川市役所
岩瀬庁舎

岩
瀬
郵
便
局

岩
瀬
中
央
児
童
公
園

岩瀬福祉
センター

県西総合病院

岩瀬地区交番

岩瀬運動場
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結
成
さ
れ
た
桜
川
市
社
交
ダ
ン
ス
連
盟
で
は
、
20
代
か

ら
70
代
の
幅
広
い
年
代
の
方
が
楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

桜川市社交ダンス連盟が結成

新
チ
ー
ム
編
成
後
、
83
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

公
式
戦
で
、
ベ
ス
ト
４
に
輝
い
た
樺
穂
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ

ズ
ナ
イ
ン

県西学童野球連盟新人大会で樺穂ブルージェイズがベスト４

真壁ピーチスターズ学童野球大会で岩瀬西野球スポーツ小年団が優勝

　市内 15 のダンス団体・180 人による、桜川市社交

ダンス連盟が結成されました。

　これは、岩瀬体育館（ラスカ）で合併 1周年を記念

した、市民祭第 1回ダンスパーティーが開催されたこ

とがきっかけで、各団体の代表者による連盟の結成会

議を開催。全員の賛同をもって同日結成されました。

「桜川市民の皆様の心身の健全な育成と社会貢献、そ

して社交ダンスの普及と発展のために、役員一丸と

なって頑張る所存でございますのでどうぞよろしくお

願いいたします。」と役員の皆さんは述べていました。

また、同連盟では会員を募集しています。社交ダンス

はスポーツです。健康づくりにダンスを楽しんでみま

せんか。問合先 090－1843－1708（廣澤まで）

　協和の杜
もり

（筑西市）をメイン会場に開催された、「平

成 18 年度県西学童野球連盟新人大会」で本市から参

加した、樺穂ブルージェイズがベスト４に輝きました。

　5年生を中心とした新チーム編成による初めての公

式戦となるこの大会は、学童野球の技術向上と子ども

達の健全育成を目的に行われます。大会には、県西地

区の強豪 83 チームが参加。同チームは、1回戦から

大差で勝ち上がり、決勝戦で安
あん

静
じょう

ファイターズ（八千

代町）と接戦の末に敗れましたが、子ども達は、「6

月に行われる県大会を目指して頑張ります。」と元気

に述べていました。

　真壁運動場を会場に行われた、「第 6回真壁ピーチス

ターズ学童野球大会」5年生の部で、岩瀬西野球スポー

ツ小年団が優勝に輝きました。

　この大会は、学童野球の技術向上並びに親睦を図る

とともに健康で明朗な道徳ある青少年を育成すること

を目的に開催されるものです。当日は、本市をはじめ

近隣市町から１６の強豪チームが参加。同チームは、

決勝戦で岩瀬キングタイガーと対戦。7回 10 対 10 で

決着がつかず大会規定により抽選となりました。また、

本市から参加の岩瀬キングタイガーが準優勝、真壁ピー

チスターズが 3位、さらに、6年生の部では真壁ピーチ

スターズと樺穂ブルージェイズが 3位の成績を収めま

した。参加チームの今後の一層の活躍が期待されます。
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３
月
定
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議
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に
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い
て
、
議
会
推

薦
を
受
け
た　

中な
か
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わ　

泰や
す

幸ゆ
き 

氏　

が
新

た
に
桜
川
市
農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

中
なか

川
がわ

　泰
やす

幸
ゆき

　氏
桜川市本木 206
45 歳

青
い
法は

っ

ぴ被
姿
で
登
録
文
化
財
を
案
内
す
る
の
会
員
。
こ

の
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「真壁の町並み案内ボランティア」が福祉・文化顕彰受賞

防
犯
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
環
境
整
備
と
併
せ

て
、
市
ゆ
ず
公
園
の
柚
子
の
管
理
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

青木地区有志の皆さんがボランティアで環境整備

　財団法人　常陽新聞厚生文化事業団が主催する「第

19回福祉・文化顕彰」で、「真壁の町並み案内ボラン

ティア」が表彰をうけました。

　これは、県内で地道な福祉・文化活動をしている団

体・個人の功績をたたえるものです。江戸時代から昭

和にかけて城下町として栄えた真壁町。当時の趣
おもむき

ある

見
み

世
せ

蔵
ぐら

や土蔵など数多くの登録文化財が建ち並び、懐

かしいたたずまいを今に伝えています。今回、この町

並みを地域住民としての誇りを持って案内ガイドを努

めていることが評価されました。「案内を終えてお客

さんが喜んで帰ってくれると嬉しい。」「まちの人たち

と顔見知りになったり、ご苦労様のひとことがうれし

い。」と、ボランティアの皆さんは述べていました。

　青木地区のうるおいセンター運営委員会と有志の

皆さんが、同地区の羽田山周辺の環境整備をボラン

ティアで行いました。

　これは昨年に引き続き、同地区の防犯活動の一環

として地域の皆さんが立ち上がったもので、当日は

約 30人が参加。草刈機や鎌・のこぎりを手に除草作

業などに汗を流しました。また併せて、市ゆず公園

の柚子約 50 本の防寒対策なども行われました。「事

件・事故を未然に防ぐためには、地域の環境を整備

することが大切です。今回のことがきっかけとなっ

て、このような活動が桜川市全体に展開されれば。」

と参加された皆さんは述べていました。

熱
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ツ
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介

　

次
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う
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務
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い
。

　

・
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。
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。
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。

　

・ 
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を
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そ
の
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お
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り
ま
す
。

※
農
地
法
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認
可
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書
の
受
付
期
間

／
毎
月
７
日
〜
12
日(

土
・
日
の
場
合

は
翌
日)

ま
で

■
相
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先
／
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委
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局(

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
・
55-

１
１
１
１
／
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３
１
８
０
・
３
１
８
１)

ご
相
談
く
だ
さ
い
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月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

６/３ (日)
上の原病院 上野原地新田 159-2 0296- 75- 3128

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

６/10 (日)
塚田医院 真壁町飯塚 97-1 0296- 55- 0585

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

６/17 (日)
大和クリニック 大国玉 2513-12 0296- 58- 7788

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

６/24 (日)
田崎内科医院 真壁町田 268 0296- 55- 2511

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

● ６月の休日応急診療医療機関

6月分 健 康 ガイド《問合先》保健福祉部 健康推進課

 58-5111・75-3111・55-1111

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

６/20 (水) ２歳児歯科健診 H17. ４月・５月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）、コップ

６/21 (木) 3 歳児健診 H16. ４月・５月生 13：00 ～ 13：20

母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、尿、目と耳のアン
ケート用紙、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）、コップ

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

● ６月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

６/18 (月) １歳児健診 H18. ６月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、

６/19 (火) １歳６か月児健診 H17.10 月・11月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

● ６月の献血

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

６/７ (木) ＪＡ北つくば農業協同組合岩瀬支店（13：00 ～ 16：00）

６/22 (金) 市役所真壁庁舎（ライオンズクラブ／ 10：00 ～ 15：30）

● ６月の母と子の健康づくり

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

６/７ (木) 楽しい子育て教室
生後２か月～４か月児
と保護者

10：00 ～ 11：30

かえオムツ、バスタオル、おね
しょパット（レジャーシート）、
湯ざましまたはミルク／会場：
岩瀬福祉センター

● ６月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

６/11 (月) こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要予

約）会場：真壁保健センター

第 1・2・3・
4火曜日

精神保健デイケア 9：30～ 11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。

（要申込）

● ６月の精神保健

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 会　　　　　場

６/22 (金)
ポリオ

生後３か月～ 90 か月
未満（経口投与。６週
間以上の間隔をおいて
２回受けます。）

13：15 ～ 13：45
岩瀬福祉センター

７/４ (水) 真壁保健センター

本年 4月から、ＢＣＧ・三種混合予防接種は個別接種となりました。対象年齢・接種期間を過ぎ
た方は、任意接種（有料）となり、依頼書が必要な場合がありますのでお問い合わせください。 ● ６月の成人の健康づくり

月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

６/４ (月)・
25日（月）

総合健康相談（会場／岩瀬
庁舎健康推進課、大和庁舎
保健福祉課、真壁保健セン
ター）

母子・成人全対象
９：00～ 11：00
13：00 ～ 16：00

子供の発達・栄養・しつけ（身
体計測は要予約）・食事や運動
の健康管理相談、糖尿病・高血
圧・高脂血症などの生活習慣病
に関する栄養相談（要予約）、
血圧・腹囲・体脂肪測定など

● ６月の成人の健康診査

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　容

６/４(月)
～9(土)・
11(月)～15
（金）

岩瀬地区
子宮・乳がん検診（会場：
岩瀬福祉センター）

20歳以上の女性（お
申込された方には個人
通知いたします。）

12：00 ～ 12：30

子宮がん検診
乳がん検診（超音波・マンモグ
ラフィー検査は、年齢・地区に
よって異なります。）

６/17(日)・
18(月)

大和地区
ミニドッグ （会場：大和体
力増進センター）

40歳以上（お申込さ
れた方には個人通知い
たします。）

6：30～ 9：00
結核・肺がん検診、基本健康診
査、胃がん検診・大腸がん検診
など

６/25(月)～
29(金)

大和地区
住民検診
 （会場：各地区公民館等）

16歳以上（お申込さ
れた方には個人通知い
たします。）

各日とも
 9：30 ～ 11：00
13：30 ～ 14：30

結核・肺がん検診、基本健康診
査など（詳細は、健康カレンダー
をご覧ください）

● ６月の市民健康講座
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

６/28 (木) 会場／真壁福祉センター 全市民対象 13：30 ～ 15：00

知っておきたい肺がん予防の知
識」講師／つくし野クリニック：
吉原盛光先生（前日までに予約
が必要）
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所
地

域
窓
口
課
主
査
兼
業
務
係
長
／
穐あ

き

山や
ま

壽と
し

一か
ず

（
岩
瀬
支
所
経
済
課
）
■

岩
瀬
支
所
地
域
窓
口
課
業
務
係
主

幹
／
齋さ

い

藤と
う

純
じ
ゅ
ん

子こ

（
岩
瀬
支
所
建

設
課
）、
内う

ち

桶お
け

裕ま
さ

教の
り

（
岩
瀬
支
所

経
済
課
）
■
真
壁
支
所
長
／
藤ふ

じ

田た

定さ
だ

一い
ち

（
真
壁
水
道
事
務
所
）
■
真

壁
支
所
地
域
窓
口
課
長
／
皆み

な

川か
わ

忠た
だ

久ひ
さ

（
企
画
課
）
■
真
壁
支
所
地
域

窓
口
課
長
補
佐
兼
総
務
管
理
係
長

／
柳

や
な
ぎ

田た

和か
ず

子こ

（
真
壁
支
所
総
務
調

整
課
）
■
真
壁
支
所
地
域
窓
口
課

主
査
兼
総
務
管
理
係
長
／
大お

お

武た
け

正ま
さ

男お

（
真
壁
支
所
総
務
調
整
課
）
■

真
壁
支
所
地
域
窓
口
課
主
査
兼
業

務
係
長
／
大お

お

木き

春は
る

美み

（
真
壁
支
所

建
設
課
）
■
真
壁
支
所
地
域
窓
口

課
業
務
係
主
任
／
渡わ

た

辺な
べ

正ま
さ

人と

（
真

壁
支
所
建
設
課
）

■
市
民
生
活
部
長
／
永な

が

瀬せ

昇の
ぼ
る

（
総

務
課
）
■
市
民
生
活
部
次
長
兼

市
民
課
長
／
告つ

げ

清き
よ

嗣つ
ぐ

（
秘
書
広
報

課
）
■
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係

長
／
金か

な

澤ざ
わ

順
じ
ゅ
ん

子こ

■
市
民
課
主
査

兼
市
民
係
長
／
岩い

わ

見み

良よ
し

子こ

（
真
壁

支
所
市
民
生
活
課
）
■
市
民
課
市

民
係
主
事
／
舘た

て

翔
し
ょ
う

子こ

（
新
規
採

用
）
■
国
保
年
金
課
長
／
高た

か

根ね

沢ざ
わ

登と

志し

子こ

（
岩
瀬
支
所
税
務
課
）
■

国
保
年
金
課
医
療
福
祉
係
長
／
藤ふ

じ

田た

幹み
き

夫お

（
職
員
課
）
■
生
活
環
境

課
長
補
佐
兼
公
害
対
策
係
長
／
飯い

い

泉ず
み

尚ひ
さ

志し

（
企
画
課
）
■
税
務
課
長

／
太お

お

田た

昭あ
き
ら

（
会
計
課
）
■
税
務
課

市
民
税
第
二
係
主
任
／
谷や

嶋じ
ま

純
じ
ゅ
ん

子こ

■
税
務
課
資
産
税
第
一
係
長
／

二に
の

宮み
や

浩ひ
ろ

子こ

■
税
務
課
資
産
税
第
二

係
主
任
／
田た

谷や

信の
ぶ

之ゆ
き

（
会
計
課
岩

瀬
分
室
）
■
税
務
課
主
査
兼
管
理

係
長
／
飯い

い

泉ず
み

由ゆ

起き

子こ

（
生
涯
学
習

課
）
■
税
務
課
管
理
係
主
事
／
飯い

い

島じ
ま

亮
り
ょ
う

子こ

（
職
員
課
）
■
収
税
課

長
／
大お

お

川か
わ

正ま
さ

彦ひ
こ

（
真
壁
支
所
税
務

課
）
■
収
税
課
長
補
佐
兼
収
納
第

一
係
長
／
舘た

て

野の

喜き

久く

男お

（
建
設
課
）

■
収
税
課
主
査
兼
収
納
第
一
係
長

／
藤ふ

じ

田た

義よ
し

治は
る（

岩
瀬
支
所
税
務
課
）

■
収
税
課
第
一
係
長
／
真ま

が

崎さ
き

隆た
か

男お

（
総
務
課
）
■
収
税
課
収
納
第
一

係
主
任
／
廣ひ

ろ

澤さ
わ

伸し
ん

一い
ち

（
岩
瀬
支
所

税
務
課
）
■
収
税
課
主
査
兼
収
納

第
二
係
長
／
谷や

田た

部べ

清き
よ
し

（
真
壁
支

所
税
務
課
）
■
収
税
課
主
査
兼
収

納
第
二
係
長
／
石い

し

川か
わ

幹み
き

夫お

（
真
壁

支
所
税
務
課
）
■
収
税
課
収
納
第

二
係
長
／
秋あ

き

山や
ま

豊ゆ
た
か

（
岩
瀬
支
所
税

務
課
）
■
収
税
課
収
納
第
二
係
主

事
／
市い

ち

村む
ら

直な
お

之ゆ
き

（
税
務
課
）
■
収

税
課
主
査
兼
管
理
係
長
／
市い

ち

村む
ら

雅ま
さ

一か
ず

（
真
壁
支
所
税
務
課
）
■
収
税

課
主
査
兼
管
理
係
長
／
小こ

林
ば
や
し

富と
み

枝え

（
税
務
課
）、
尾お

見み

敦あ
つ

子こ

（
税

務
課
）
■
岩
瀬
支
所
税
務
課
分
室

長
／
栗く

り

崎ざ
き

修お
さ
む（

会
計
課
岩
瀬
分
室
）

■
岩
瀬
支
所
税
務
課
主
査
兼
窓
口

係
長
／
飯い

い

嶋じ
ま

京
き
ょ
う

子こ

（
岩
瀬
支
所

税
務
課
）
■
岩
瀬
支
所
税
務
課
窓

口
係
主
任
／
保ほ

坂さ
か

理り

恵え

（
会
計
課

岩
瀬
分
室
）
■
真
壁
支
所
税
務
課

分
室
長
／
宮み

や

山や
ま

美み

智ち

子こ

（
税
務
課
）

■
真
壁
支
所
税
務
課
分
室
主
査
兼

窓
口
係
長
／
荒あ

ら

山や
ま

幸さ
ち

子こ

（
真
壁
支

所
税
務
課
）
■
真
壁
支
所
税
務
課

窓
口
係
主
任
／
大お

お

関ぜ
き

香か

代よ

（
会
計

課
真
壁
分
室
）
■
岩
瀬
支
所
市
民

生
活
課
主
査
兼
市
民
係
長
／
石い

し

川か
わ

良よ
し

子こ

（
北
給
食
セ
ン
タ
ー
）
■
岩

瀬
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係
主
幹

／
濱は

ま

野の

利り

以い

子こ

（
秘
書
広
報
課
）

■
岩
瀬
支
所
市
民
生
活
課
国
保

桜
川
市
職
員
の
人
事
異
動
を
発
令

　

市
は
、
４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
退
職
者
に
つ
い
て
は
３
月
31
日
付
で
す
。

（　

）
内
は
前
所
属

行政

情報
市の動き

総

務

部

市
長
公
室

市
民
生
活
部

年
金
係
長
／
石い

し

塚つ
か

真ま

由ゆ

美み

（
介
護

長
寿
課
）
■
真
壁
支
所
市
民
生
活

課
長
／
鈴す

ず

木き

俊と
し

男お

（
真
壁
支
所
総

務
調
整
課
）
■
真
壁
支
所
市
民
生

活
課
主
査
兼
市
民
係
長
／
大お

お

森も
り

葉よ
う

子こ

（
介
護
長
寿
課
）
■
真
壁
支
所

市
民
生
活
課
主
査
兼
国
保
年
金
係

長
／
池い

け

田だ

和か
つ

子こ

（
岩
瀬
支
所
総
務

調
整
課
）
■
真
壁
支
所
市
民
生
活

課
生
活
環
境
係
主
幹
／
齋さ

い

藤と
う

邦く
に

晴は
る

（
真
壁
支
所
税
務
課
）

■
保
健
福
祉
部
参
事
／
成な

り

田た

恒つ
ね

夫お

（
岩
瀬
・
や
ま
と
保
育
園
）
■
社

会
福
祉
課
総
務
係
主
幹
／
増ま

す

渕ぶ
ち

孝た
か

明あ
き

（
農
林
課
）
■
社
会
福
祉
課
長

補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
／
市い

ち

塚つ
か

邦く
に

彦ひ
こ

（
生
涯
学
習
課
）
■
社
会
福
祉

課
長
補
佐
兼
保
護
係
長
／
飯い

い

島じ
ま

一か
ず

枝え

（
児
童
福
祉
課
）
■
児
童
福
祉

課
長
／
廣ひ

ろ

瀬せ

け
い
子こ

（
会
計
課
真

壁
分
室
）
■
児
童
福
祉
課
副
参
事

／
小こ

口ぐ
ち

良
り
ょ
う

一い
ち

■
児
童
福
祉
課
主

査
兼
こ
ど
も
福
祉
係
長
／
長な

が

堀ほ
り

イ

ツ
子こ

（
議
会
事
務
局
）
■
児
童
福

祉
課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長

／
野の

澤ざ
わ

み
ち
子こ

■
児
童
福
祉
課
主

査
兼
子
育
て
支
援
係
長
／
入い

り

江え

洋ひ
ろ

子こ

（
東
部
保
育
所
）
■
介
護
長
寿

課
長
補
佐
兼
長
寿
推
進
係
長
／
小こ

薬
ぐ
す
り

和か
ず

重し
げ

■
介
護
長
寿
課
主
査
兼

長
寿
推
進
係
長
／
池い

け

田だ

繁し
げ

子こ

（
真

壁
支
所
市
民
生
活
課
）
■
介
護
長

寿
課
主
査
兼
長
寿
推
進
係
長
／
大お

お

吉よ
し

典の
り

子こ

■
介
護
長
寿
課
長
寿
推
進

係
主
幹
／
今い

ま

井い

克か
つ

紀の
り

（
生
涯
学
習

課
）
■
介
護
長
寿
課
長
寿
推
進
係

主
任
／
戸と

嶋し
ま

忠た
だ

行ゆ
き

（
真
壁
支
所
総

務
調
整
課
）
■
介
護
長
寿
課
長
寿

推
進
係
主
任
／
渡わ

た

辺な
べ

美み

智ち

代よ

（
岩

瀬
支
所
税
務
課
）
■
介
護
長
寿

課
長
寿
推
進
係
主
事
／
大お

お

羽ば

悠ゆ
う

太た

（
新
規
採
用
）
■
介
護
長
寿
課
長

補
佐
兼
介
護
認
定
係
長（
保
健
師
）

／
高た

か

松ま
つ

静し
ず

江え

（
健
康
推
進
課
）
■

介
護
長
寿
課
介
護
認
定
係
主
任
／

廣ひ
ろ

澤さ
わ

裕ゆ

美み

（
財
政
課
）
■
健
康
推

進
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
保
健

師
）
／
谷や

島じ
ま

美み

知ち

子こ

■
健
康
推
進

課
長
補
佐
兼
健
康
づ
く
り
係
長
／

千せ
ん

徳と
く

裕ゆ
う

子こ

（
真
壁
支
所
保
健
福
祉

課
）
■
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り

係
主
事
（
保
健
師
）
／
吉よ

し

原は
ら

美み

由ゆ

紀き

（
新
規
採
用
）
■
真
壁
支
所
保

健
福
祉
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
／

軽か
る

部べ

洋よ
う

子こ

（
税
務
課
）
■
大
和
庁

舎
保
健
福
祉
課
長
／
大お

お

塚つ
か

功い
さ
お

（
や

ま
と
幼
稚
園
）
■
大
和
庁
舎
保

健
福
祉
課
主
査
兼
福
祉
係
長
／
市い

ち

村む
ら

由ゆ

美み

子こ

（
生
涯
学
習
課
）
■
岩

瀬
・
や
ま
と
保
育
所
長
／
入い

り

江え

一か
ず

枝え

（
東
部
・
北
部
保
育
所
）
■
岩

瀬
保
育
所
主
査
兼
係
長
（
主
任
保

育
士
）
／
袖そ

で

山や
ま

芳よ
し

江え

（
北
部
保
育

所
）
■
岩
瀬
保
育
所
係
長
（
保
育

士
）
／
米よ

ね

川か
わ

道み
ち

子こ

（
や
ま
と
保
育

所
）
■
岩
瀬
保
育
所
調
理
員
／
蛯え

び

澤さ
わ

喜き

美み

子こ

（
北
部
保
育
所
）
■
や

ま
と
保
育
所
長
補
佐
／
田た

中な
か

和か
ず

子こ

■
や
ま
と
保
育
所
担
当
係
長
／
堤

つ
つ
み

は
く
■
や
ま
と
保
育
所
主
幹
（
保

育
士
）
／
石い

し

橋ば
し

明あ
け

美み

（
や
ま
と
幼

稚
園
）■
や
ま
と
保
育
所
主
任（
保

育
士
）
／
金か

な

内う
ち

悦え
つ

子こ

（
ま
か
べ
幼

稚
園
）
■
東
部
・
北
部
保
育
所
長

／
渡わ

た

辺な
べ

久く

米め

夫お

（
筑
北
環
境
衛
生

組
合
）
■
東
部
保
育
所
長
補
佐
／

常と
こ

世よ

田だ

和か
ず

枝え

（
坂
戸
幼
稚
園
）
■

東
部
保
育
所
主
事
／
入い

り

江え

里さ
と

美み

（
岩
瀬
保
育
所
）
■
北
部
保
育
所

主
査
兼
係
長
（
主
任
保
育
士
）
／

中な
か

川が
わ

和か
ず

子こ

（
岩
瀬
保
育
所
）
■
北

部
保
育
所
調
理
員
／
武た

け

井い

奈な

美み

子こ

（
岩
瀬
保
育
所
）

■
農
林
課
副
参
事
／
保ほ

坂さ
か

進す
す
む

（
岩

瀬
支
所
経
済
課
）
■
農
林
課
主
査

兼
農
政
係
長
／
井い

坂さ
か

徹と
お
る

（
下
水
道

課
）
■
農
林
課
長
補
佐
兼
農
業
振

興
係
長
／
増ま

す

渕ぶ
ち

和か
ず

美み

（
大
和
庁
舎

保
健
福
祉
課
）
■
農
林
課
主
査
兼

農
業
振
興
係
長
／
告つ

げ

建た
け

男お

■
農
地

整
備
課
長
／
植う

え

木き

優ま
さ
る

（
生
活
環
境

課
）
■
農
地
整
備
課
農
地
整
備
係

主
事
／
大お

お

森も
り

忠た
だ
し

（
県
派
遣
）
■
経

済
部
次
長
兼
商
工
観
光
課
長
／
横よ

こ

田た

一は
じ
め

（
国
保
年
金
課
）
■
商
工
観

光
課
長
補
佐
兼
商
工
労
働
係
長
／

森も
り

毅た
け
し

（
財
政
課
）
■
商
工
観
光
課

観
光
係
主
事
／
田た

山や
ま

明あ
き

宏ひ
ろ

（
新
規

採
用
）
■
商
工
観
光
課
主
査
兼
地

域
振
興
係
長
／
平ひ

ら

間ま

正ま
さ

弘ひ
ろ

（
社
会

福
祉
課
）
■
桜
川
市
土
地
改
良
事

務
局
派
遣
局
長
（
参
事
）
／
井い

関せ
き

幸ゆ
き

雄お

（
農
地
整
備
課
）
■
桜
川
市

土
地
改
良
事
務
局
派
遣
局
長
補
佐

／
荒あ

ら

木き

收お
さ
む

（
岩
瀬
支
所
建
設
課
）

■
桜
川
市
土
地
改
良
事
務
局
派
遣

係
長
／
荒あ

ら

井い

真ま

澄す
み

（
建
設
課
）
■

桜
川
市
水
田
農
業
振
興
室
派
遣
室

長
／
大お

お

関ぜ
き

一い
ち

郎ろ
う

（
商
工
観
光
課
）

■
桜
川
市
水
田
農
業
振
興
室
派
遣

主
幹
／
中な

か

野の

貴た
か

之ゆ
き

（
岩
瀬
支
所
建

設
課
）
■
桜
川
市
水
田
農
業
振
興

室
派
遣
主
任
／
西に

し

片か
た

公き
み

典の
り

（
下
水

道
課
）
■
桜
川
市
水
田
農
業
振
興

室
派
遣
主
事
／
石い

し

川か
わ

久く

美み

子こ

（
市

民
課
）

■
建
設
部
長
／
大お

お

場ば

敏と
し

夫お

（
真

壁
支
所
）
■
建
設
課
管
理
係
主
任

／
貝か

い

藤と
う

百ゆ

合り

子こ

（
市
民
課
）
■
建

設
課
長
補
佐
兼
用
地
係
長
／
高た

か

橋は
し

章あ
き
ら

（
社
会
福
祉
課
）
■
建
設
課
用

地
係
長
／
松ま

つ

永な
が

典の
り

彦ひ
こ

（
岩
瀬
支
所

経
済
課
）
■
建
設
課
主
査
兼
工
務

係
長
／
根ね

本も
と

貞さ
だ

興お
き

（
真
壁
支
所
建

設
課
）
■
建
設
課
主
査
兼
工
務
担

当
係
長
／
宮み

や

田た

充あ
つ

夫お

■
建
設
課
工

務
係
長
／
島し

ま

田だ

晴は
る

朗お

（
真
壁
支
所

建
設
課
）
■
建
設
課
住
宅
係
主
幹

／
仁に

平へ
い

一か
ず

利と
し

（
岩
瀬
支
所
総
務
調

整
課
）
■
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼

都
市
整
備
係
長
／
大お

お

吉よ
し

誠ま
こ
と

（
情
報

政
策
課
）
■
都
市
整
備
課
主
査
兼

都
市
計
画
係
長
／
高た

か

松ま
つ

弘ひ
ろ

行ゆ
き

（
税

務
課
）
■
下
水
道
課
下
水
道
業
務

係
主
任
／
萩は

ぎ

原わ
ら

正ま
さ

総ふ
さ

（
県
派
遣
）

■
下
水
道
課
主
査
兼
下
水
道
工
務

係
長
／
高た

か

久く

均ひ
と
し

（
農
林
課
）

■
会
計
管
理
者
／
口く

ち

町ま
ち

久ひ
さ
し

（
建
設

部
）■
会
計
課
長
／
片か

た

野の

雅ま
さ

浩ひ
ろ（

岩

瀬
支
所
総
務
調
整
課
）
■
会
計
課

課
長
補
佐
兼
審
査
係
長
／
谷や

田た

部べ

京
き
ょ
う

子こ

（
職
員
課
）

■
水
道
局
長
／
沼ぬ

ま

田た

重し
げ

夫お

（
企
画

課
）
■
大
和
水
道
事
務
所
長
補
佐

兼
業
務
係
長
／
佐さ

藤と
う

守も
り

利と
し

（
総
務

課
）
■
岩
瀬
水
道
事
務
所
主
査
兼

庶
務
係
長
／
内う

ち

山や
ま

久ひ
さ

光み
つ（
建
設
課
）

■
水
道
局
次
長
兼
真
壁
水
道
事
務

所
長
／
常と

き

盤わ

恵け
い

一い
ち

（
市
民
課
）

■
教
育
委
員
会
教
育
次
長
／
中な

か

島じ
ま

昭
し
ょ
う

市い
ち

（
学
校
教
育
課
）
■
学

校
教
育
課
長
／
細ほ

そ

谷や

重し
げ

男お

（
真
壁

支
所
建
設
課
）
■
学
校
教
育
課
学

保
健
福
祉
部

経

済

部

建

設

部

会
　

計

水

道

局

教
育
委
員
会
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校
教
育
係
主
事
／
野の

村む
ら

健け
ん

太た

（
新
規

採
用
）
■
学
校
教
育
課
教
育
施
設
係

主
事
／
上う

え

野の

崇た
か
し

（
財
政
課
）
■
生
涯

学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
／

深ふ
か

谷や

幸ゆ
き

男お

（
社
会
福
祉
課
）
■
生
涯

学
習
課
主
査
兼
生
涯
学
習
係
長
／
小こ

林
ば
や
し

秀ひ
で

美み

（
児
童
福
祉
課
）
■
生
涯

学
習
課
主
査
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

／
太お

お

田た

操み
さ
お

（
会
計
課
）
■
文
化
課
文

化
振
興
係
主
任
／
大お

お

山や
ま

祐ゆ
う

一い
ち

（
農
林

課
）
■
文
化
課
文
化
財
係
主
事
／
越こ

し

田だ

真し
ん

太た

郎ろ
う

■
ま
か
べ
幼
稚
園
教
諭
／

鈴す
ず

木き

敦あ
つ

子こ

（
や
ま
と
保
育
所
）
■
や

ま
と
幼
稚
園
長
／
石い

し

井い

省
し
ょ
う

三ぞ
う

（
大

和
水
道
事
務
所
）
■
や
ま
と
幼
稚
園

主
任
教
諭
／
江え

尻じ
り

玲れ
い

子こ

（
岩
瀬
保

育
所
）
■
坂
戸
幼
稚
園
教
諭
／
飯い

い

島じ
ま

恵け
い

子こ

（
や
ま
と
幼
稚
園
）
■
岩
瀬
西

中
学
校
用
務
員
／
藤ふ

じ

田た

里さ
と

江え

（
真
壁

支
所
総
務
調
整
課
）
■
北
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
主
査
兼
係
長
／
友と

も

常つ
ね

文ふ
み

子こ

（
岩
瀬
支
所
市
民
生
課
）
■
生
涯
学

習
課
岩
瀬
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

長
／
上う

え

野の

俊
し
ゅ
ん

一い
ち

■
生
涯
学
習
課
岩

瀬
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
主
任
／

塩し
お

沢ざ
わ

智と
も

裕ひ
ろ

（
岩
瀬
支
所
建
設
課
）
■

生
涯
学
習
課
大
和
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
主
幹
／
高た

か

橋は
し

靖や
す

子こ

（
学
校
教

育
課
）

■
議
会
事
務
局
次
長
／
笠か

さ

倉く
ら

貞
み
さ
お

■

局
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
／
安あ

保ぼ

文ふ
み

明あ
き

（
学
校
教
育
課
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
兼
農
地

係
長
／
仁に

平へ
い

忍し
の
ぶ

（
岩
瀬
支
所
総
務
調

整
課
）
■
監
査
・
公
平
委
員
会
事
務

局
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
／
菊き

く

地ち

保
た
も
つ

（
生
涯
学
習
課
）
■
監
査
・
公
平
委

員
会
事
務
局
主
査
兼
監
査
係
長
／
武た

け

内う
ち

す
み
子こ

■
刈か

り

部べ

幸ゆ
き

男お

（
総
務
部
長
）
■
川か

わ

股ま
た

守も
り

安や
す

（
市
民
生
活
部
長
）
■
田た

口ぐ
ち

喜の
ぶ

之ゆ
き

（
水
道
局
長
）
■
藤ふ

じ

田た

好よ
し

雄お

（
経

済
部
参
事
）
■
梅う

め

島し
ま

住す
み

子こ

（
保
健
福

祉
部
参
事
）
■
吉よ

し

原わ
ら

千ち

恵え

子こ

（
大
和

庁
舎
保
健
福
祉
課
長
）
■
羽は

ね

田だ

芳よ
し

子こ

（
介
護
長
寿
課
長
補
佐
兼
介
護
認
定

係
長
）
■
鈴す

ず

木き

房ふ
さ

枝え

（
健
康
推
進
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
■
豊と

よ

田た

真ま

木き

子こ

（
岩
瀬
東
部
保
育
所
保
育
士
）
■

友と
も

部べ

百も
も

代よ

（
収
納
管
理
室
長
）
■
槙ま

き

野の

恭
き
ょ
う

子こ

（
真
壁
支
所
市
民
生
活
課

長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
）
■
岩い

わ

本も
と

利と
し

昭あ
き

（
秘
書
広
報
課
主
査
兼
秘
書
係

長
）
■
小こ

池い
け

栄さ
か
え

（
議
会
事
務
局
主
査

兼
庶
務
係
長
）
■
三み

室む
ろ

ミ
チ
子こ

（
北

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
■
高た

か

野の

紀き

代よ

子こ

（
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
）

退

職

者

議
会
事
務
局

行
政
委
員
会

史
民
俗

資
料
館
だ
よ
り

歴

No.17

 0296-55-0556

FAX 0296-20-7108

紙
製
の
こ
い
の
ぼ
り

　

朱
、
赤
、
青
、
黄
、
緑
の
色
鮮
や

か
に
彩
色
さ
れ
た
紙
製
の

こ
い
の
ぼ
り
で
す
。
手
漉す

き

の
和
紙
を
貼
り
合
わ
せ
、
背せ

鰭び
れ

、
腹は

ら

鰭ひ
れ

、
胸む

な

鰭び
れ

、
尻し

り

鰭び
れ

を

付
け
、
鱗

う
ろ
こ

は
銀
の
絵
の
具
で

豪
快
な
絵
筆
の
タ
ッ
チ
で
描

か
れ
、
ま
さ
し
く
銀ぎ

ん

鱗り
ん

の
鯉
で

す
。
保
存
状
態
は
良
好
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
き
さ
も
全
長

お
よ
そ
４
㍍
、
巾
１
㍍
の
も

の
も
あ
り
、
竹
ひ
ご
で
口
輪

を
つ
け
て
屋
外
に
飾
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

紙
製
の
こ
い
の
ぼ
り
は

江
戸
時
代
か
ら
提
灯
や
傘

つ
く
り
の
職
人
が
始
め
た
と

い
わ
れ
、
県
内
で
は
北
茨
城

市
で
も
作
ら
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
大
正
時
代
に
は
木
綿
布

に
手
描
き
さ
れ
た
も
の
が
出
回
り
、

昭
和
40
年
頃
に
は
ナ
イ
ロ
ン
や
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
の
生
地
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ

た
も
の
が
主
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

紙
製
が
再
び
出
回
る
の
は
昭

和
20
年
代
か
ら
30
年
代
、
戦
争

に
よ
る
物
資
不
足
の
時
代
で
し

た
。

　

雨
に
濡
れ
る
と
絵
の
具
の
色
が

落
ち
た
り
、
破
れ
て
し
ま
う
た
め
、

天
気
を
見
な
が
ら
泳
が
せ
た

そ
う
で
す
。
雨
が
降
っ
て
く

る
と
あ
わ
て
て
取
り
込
ん
だ
な

つ
か
し
い
思
い
出
を
お
持
ち
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
市
内
の
空

に
は
、
家
紋
や
名
前
を
付

け
た
豪
華
な
真ま

鯉ご
い

や
緋ひ

鯉ご
い

が
泳
い
で
い
ま
す
が
、
和
紙
の

こ
い
の
ぼ
り
に
は
プ
リ
ン
ト
と

ひ
と
味
違
っ
た
、
手
づ
く
り
の

温
か
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

他
に
、
市
内
の
よ
ろ
い
や
真

壁
家
伝
来
の
烏え

帽ぼ

子し

、
武
田
信

玄
関
係
の
古
文
書
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
５
月
27
日
（
日
）
ま
で
。

今
月
の
お
す
す
め
展
示
資
料
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く
ら
し
の
情
報

講
座
生
募
集

筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
講
座

■
実
施
日
お
よ
び
時
間
／
５
月
29
日

（
火
）・
30
日
（
水
）・
31
日
（
木
）【
全

３
回
】

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
下
泉

６
２
５-

１
・

０
２
９
６-

75-

１
２
５
４
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

商
工
観
光
課 

■
日
時
／
5
月
20
日(

日)

■
受
付
場
所
・
時
間
／
Ｊ
Ｒ
水
戸
線

岩
瀬
駅
・
9
時
〜
11
時(

受
付
後
順

次
ス
タ
ー
ト)

■
コ
ー
ス
／
岩
瀬
駅
↓
御
嶽
山
↓
雨

引
観
音
↓
リ
ン
リ
ン
ロ
ー
ド
雨
引
休

憩
所
↓
岩
瀬
駅(

14
㎞)

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

５
月
の

　

納
税
・
保
険
料

軽
自
動
車
税　
　
　

  

全
期

納
期
限:

５
月
31
日
（
木
）

■
募
集
人
員
／
5
百
人　

■
参
加
費
／
無
料　

■
申
込
締
切
／
5
月
17
日
（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
事
務
局
」

（

03-

５
４
４
７-

０
９
７
３
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の
日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る

た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も
結
構
で

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
５
月
28
日
（
月
）
９
時
〜

12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
・

55-

１
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
６
月

25
日
（
月
）
真
壁
庁
舎
１
階
会
議
室

で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

６
月
１
日
は
商
業
統
計
調
査
の
日

企
画
課

　

６
月
１
日
、
商
業
統
計
調
査
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
の
卸

売
業
、
小
売
業
を
営
む
す
べ
て
の
事

業
所
が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区

町
村
に
お
け
る
商
業
の
振
興
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
な
ど
流
通
産
業
施

策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の

で
す
。
５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
事

業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な

調
査
で
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
、

統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課
統
計
係
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
・

55-

１
１
１
１
／
内
線
１
２
７
２
）

文
化
課

　

人
形
浄
瑠
璃
真
壁
白
井
座
で
は
、

新
作
浄
瑠
璃
「
女め

お

と夫
松ま

つ

菟つ
く
ば
の
あ
け
ぼ
の

玖
波
曙
」

を
上
演
す
る
に
あ
た
り
、
人
形
遣
い

の
稽
古
を
公
開
い
た
し
ま
す
。
泣
い

た
り
、
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
、
三

人
遣
い
の
人
形
を
、
よ
り
人
間
ら
し

く
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
５
月
30
日
（
水
）
13
時
〜

16
時

■
会
場
／
つ
く
ば
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
つ
く
ば
市
吾
妻
）

■
定
員
／
80
人

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
先
／
歴
史
民
俗
史
料
館
内

真
壁
白
井
座
事
務
局
（

０
２
９
６

-

55-

０
５
５
６
）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

プ
レ
国
民
文
化
祭
・
い
ば
ら
き
２
０
０
８
事
業

人
形
浄
瑠
璃

真
壁
白
井
座
公
開
稽
古
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

真壁中央公民館図書室
《児童図書》
紙芝居　日本の妖怪ぞろ～り（全７巻）　西本　鶏介ほか
宮沢賢治のかみしばいの森 (1 ～ 6巻）　宮沢　賢治原作
きょうりゅうが図書館にやってきた　アン・フォーサイス
ディズニー　ホーンテッド・マンション　ジェイムズ･トーマス
のだめカンタービレ（17巻）　　　　二ノ宮　知子
《一般図書》
芸人学生　　　　　　　　　　　　　そのまんま東
夢を与える　　　　　　　　　　　　綿矢　りさ
還らざる道　　　　　　　　　　　　内田　康夫
ひとり日和　　　　　　　　　　　　青山　七恵
ナチュラルガーデンが好き　　　　　永井　一夫

【今月のおすすめ図書】

まかべ町の民話
枝　久夫

大和中央公民館図書室
《児童図書》
ヘブン　ショップ　　　　　　　　　デボラ・エリス
わたしを離さないで　　　　　　　　カズオ・イシグロ
やきいもやさん　　　　　　　　　　竹下　文子
《一般図書》
草笛の音次郎　　　　　　　　　　　山本　一力
東京タワー
　　オカンとボクと、時々オトン　　リリー・フランキー

【今月のおすすめ図書】

ウォーリアーズ（１・２）
エリン・ハンター　作　

金原　瑞人　訳　

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】《児童図書》

にんじんさんがあかいわけ　松谷みよ子･文　ひらやまえいぞう･絵
ふしぎ　ふしぎ　　　　　　　　片山令子・文　長新太・絵
いちごばたけのちいさなおばあさん
　　　　　　　　　　　わたりむつこ・作　中谷千代子・絵
千の風になって　　　　　　新井　満・文　佐竹　美保・絵
《一般図書》
北前船の事件　　　　　　　　　　　平岩　弓枝
華の棺　　　　　　　　　　　　　　西村　京太郎
サルビアの記憶　　　　　　　　　　海老沢　泰久
最後のローマ皇帝　　　　　　　　　野中　恵子

よろしく
嵐山　光三郎

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
祭
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
祭
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

貸
出
期
間 

▼ 

本:

２
週
間
（
１
人
５
冊
）
／

　
　
　
　

 　

 

ビ
デ
オ:

１
週
間
（
１
人
１
本
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
祭
日

問

合

先 

▼ 　

 

０
２
９
６-

55-

０
１
５
９

（旧「広報まかべ」に、8年間連載
いたしました貴重な昔話や伝説が 1
冊の本にまとまりました。）
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桜
川
文
芸草

餅
や
子
等
の
遠
し
と
思
ふ
と
き

田
崎　

信
子

一
村
を
貫
く
鉄
路
い
ぬ
ふ
ぐ
り

須
田　

あ
や

歩
を
ゆ
る
め
歩
み
を
止
め
て
蕗
の
薹吉

原　

秀
子

古
を
今
に
伝
へ
る
雛
飾
る

大
関　

く
に

琴
の
音
の
静
か
さ
に
あ
り
梅
見
か
な今

井　

繁
子

蕗
の
薹
嗜
好
の
ま
ま
に
老
厨

稲
葉　

キ
ク

洗
濯
の
す
す
ぎ
を
締
め
る
寒
の
水

泉　
　

健
作

下
萌
や
自
転
車
を
こ
ぐ
母
と
児
と

宮
田　

文
子

野
火
の
焔
の
つ
つ
と
走
り
し
遠
筑
波君

島
真
理
子

な
め
ら
か
に
滑
る
影
あ
り
水
温
む

飯
山　
　

昭

　
　

短　

歌

【
真
壁
短
歌
会
】

雪
雲
の
千
切
れ
し
片へ

ん

々ぺ
ん

我
が
園
に
翳
り
て
知
ら

せ
る
雪
の
冷
た
さ

岡
村　

次
雄

暖
冬
に
牡
丹
の
若
芽
は
膨
ら
み
て
静
か
な
雨
に

咲
く
兆
し
見
ゆ

塚
本
と
よ
子

　
　
　

俳　

句

【
桜
川
市
「
河
」
岩
瀬
俳
句
会
】

こ
の
世
の
灯
濁
し
て
五
月
の
蝌
蚪
の
川

鈴
木
た
か
子

ま
だ
ま
だ
と
踏
張
る
大
地
川
霞
む

桧
佐　

て
る

花
満
つ
る
我
が
ま
ほ
ろ
ば
や
桜
川

小
林　

啓
治

甘
茶
仏
に
会
ふ
門
川
を
渡
り
け
り

鈴
木　

は
る

放
生
の
鯉
ゆ
う
ら
り
と
春
の
川

小
林　

フ
ク

川
お
ぼ
ろ
夢
の
か
け
ら
は
捨
て
き
れ
ず

三
代
み
ち
よ

こ
の
川
の
曲
れ
ば
曲
る
花
筏

渡
辺　

い
し

仏
生
会
人
恋
ふ
川
と
な
り
に
け
り

入
山
ひ
ろ
子

【
茂し

げ

山や
ま

俳
句
会
】

春
淡
し
ま
た
間
違
へ
し
仮
名
づ
か
ひ鶴

見　

菊
江

早
春
の
光
を
連
れ
て
蔵
め
ぐ
り

宮
本　

芳
江

も
つ
る
る
も
ほ
ぐ
る
る
も
風
喧
嘩
凧海

老
沢
静
夫

同
病
の
僧
に
も
愚
痴
や
春
寒
し

四
倉　

寂
峰

昏
睡
の
ま
ま
の
訣
れ
や
遠
畦
火

井
坂　

洋
子

何
事
も
善
意
に
解
せ
と
子
ら
に
教
え
し
気
丈
な

母
の
二
十
七
回
忌
近
し

根
本　

英
子

花
散
れ
ば
石し

ゃ

く

な

げ

楠
花
忽
ち
花
芽
も
つ
寒
気
に
め
げ

ぬ
育
ち
逞
し

増
田　

芳
江

百
才
を
目
前
に
し
て
来
春
の
花
を
夢
み
て
種
ま

く
翁
は

渡
辺
ハ
ル
エ

【
一
般
投
稿
】

工
事
中
の
高
架
道
路
は
我
が
里
を
厳い

か

つ
く
跨
ぎ

野
を
川
を
越
す

青
木　

鈴
木　

敏
栄

何
時
の
日
か
友
よ
り
聴
き
し
こ
の
町
は
人
情
厚

く
住
み
よ
き
と
こ
ろ

岩
瀬　

渡
辺
美
代
子

三
ケ
日
湯
け
む
り
白
き
孫
の
手
の
我
が
背
に
強

く
心
地
よ
き
け
り

富
士
見
台　

稲
川　

好
子

　
　

俚　

謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

青
い
山
な
み　

若
葉
が
萌
え
て

滝
の
白
糸　

最
上
川

岩
瀬
き
み
子

畑
仕
事
に　

元
気
を
つ
け
る

愛
を
囁
く　

揚
げ
雲
雀

つ
く
志
輝
美

言
い
訳
半
ば
で　

か
か
あ
の
ふ
て
寝

今
夜
は
と
が
っ
た　

山
の
月

稲
葉　

建
正



※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
秘
書
広
報
課

　

（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
・
55-

１
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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わが家の笑顔わが家の笑顔

お母さんからひとこと

　やさしいお兄ちゃんと

やんちゃな弟。

　車が大好きな２人。い

つまでも仲良し兄弟でい

てね。

お父さんからひとこと

　わが家のアイドル颯輝

くん。

　いたずらがとっても大

好きな元気っ子です。

　元気いっぱいに育ってく

れてうれしいよ。これから

も、すくすく成長してね。

　

笠
間
市
芸
術
の
森
の

周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
た
、「
第
44
回
県
下
中

学
校
交
歓
笠
間
市
駅
伝
大

会
」
女
子
の
部
で
、
桜
川

中
学
校
が
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
ま
た
、
７
区
間

中
、
６
区
間
で
区
間
賞
を

と
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
男
女

合
わ
せ
て
70
チ
ー
ム
・
約

５
０
０
人
が
出
場
。
7
区

間
（
15
・
２
㎞
）
を
一
本

の
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
様
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
選　

手
】

１
区　

平ひ
ら

間ま
　

こ
ず
え
（
区
間
賞
）

２
区　

岩い
わ

渕ぶ
ち　

恭き
ょ
う
こ子

３
区　

小お

河が

原わ
ら　

歩
あ
ゆ
み

（
区
間
賞
）

４
区　

細ほ
そ

谷や
　

葉は

月づ
き

（
区
間
賞
）

５
区　

鈴す
ず

木き
　

美み

加か

（
区
間
賞
）

６
区　

青あ
お

木き
　

里り

沙さ

（
区
間
賞
）

７
区　

井い

坂さ
か　

友と
も

美み

（
区
間
賞
）

　
　
　

白は
く

田た
　

有ゆ

未み

　
　
　

戸と

石い
し　

夏な
つ

姫き

寺
てら

崎
ざき

　匠
たくみ

ちゃん（写真左）

 平成 13年 10 月 1 日生

寺
てら

崎
ざき

　旭
あさひ

ちゃん（写真中央）

 平成 16年 4 月 4 日生

（真壁町椎尾地区）

　楽しく踊って観ている皆さんに幸せと元

気を与え、自分たちも美しく痩せようと平成

15 年に結成された「岩瀬痩舞会」が、航空

自衛隊百里基地（小
お

美
み

玉
たま

市）開庁記念事業で、

よさこいソーランを舞いました。

　当日の神主風衣装は、64 チームが参加し

て福井県で開催された「全国Y
よ

OS
さ

AK
こ

O 衣
い

デ

ザインコンペティション in ふくい」で優秀

賞を獲得したものです。

【岩瀬痩舞会、桜満開の百里で舞う】

中
学
校
交
歓
笠
間
市
駅
伝
大
会

女
子
の
部
で
桜
川
中
学
校
が
初
優
勝

海
え

老
び

原
はら

　颯
さつ

輝
き

ちゃん

 平成 18年 6 月 3 日生

（本郷地区）

〜 

７
区
間
中
、
６
区
間
で
区
間
賞 

〜


